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支援のバトンをつなげたい

尼崎市 重層的支援推進担当
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AMANISMより引用

(人口) 458,313人 (世帯数) 240,821世帯

(面積) 50.71ｋ㎡

(高齢化率) 27.6% (保護率) 3.77％ ※全国３位

中央地区 小田地区 大庄地区 立花地区 武庫地区 園田地区 合計

人口 52,116 74,408 51,425 107,051 75,397 97,916 458,313

世帯数 30,222 39,157 27,628 56,492 37,695 49,627 240,821

町会加入率(%) 44.6 47.4 68.4 41.6 25.6 39.4 42.8

（Ｒ5/3/31現在）

課題先進都市から課題解決先進都市へ

尼崎（あま）のご紹介



● 地域包括支援センター 12か所 ● 委託相談支援事業所 8か所

こどもの育ち支援センター「いくしあ」

● こどもに関する総合的な支援体制の整備（R1.10～）

子どもの育ち支援センター「いくしあ」を設置し、子どもと子育て家庭に
寄り添い、総合的な支援や虐待の予防・早期発見に取り組む体制を整備
また、虐待への一貫性のある支援体制の構築に向け、令和８年に児童相
談所を設置するための準備中

● 保健と福祉の一体的な支援体制の整備（H30.１～）

駅の隣接施設に生活困窮者支援や障害者支援、子育て支援等、
保健と福祉課題に一体的に対応する南部・北部保健福祉センター
を設置し、相談支援体制を整備

● 学びと活動の拠点整備（R1.4～）

公民館と地区会館を学びと活動を支えるための施設として市内12 か所の
生涯学習プラザを整備し、学びの機会の充実や活動の創出などを推進

小田南生涯学習プラザ

北部保健福祉センター 南部保健福祉センター

地域づくりの拠点

相談支援の拠点
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スタートまでの歩みpoint
01

やって良かった重層支援

地域福祉計画の策定の中で



重層的支援
体制整備事業
の検討経過

（市長への提言 平成31年３月～令和３年３月）

• 尼崎市社会保障審議会（計10回審議）で、令和3年3月
に『尼崎市の「地域共生社会」の実現に向けた包括的支
援体制についての提言』がまとめられ、市長に提言

（提言の具体化に向けて 令和３年４月～令和４年７月）

• 地域福祉計画策定部会等（計７回）や県弁護士会等の関
係団体との意見交換（計11回）の実施

• 保健福祉センター等の福祉職（計２回）に対する
ヒアリングの実施

• 市民、民生児童委員、保護司、福祉事業所への
アンケートの実施

• 提言の具体化に向けて、関係部長級で構成される
「重層的支援体制整備事業推進会議」等で協議、検討

• 市社協との協働実施に向けた協議、検討



主な課題

① 課題を抱え潜在化する市民の早期把握

ゴミ屋敷問題等の支援につながりにくい世帯の増
加や、ヤングケアラーといった課題が顕在化するな
ど、いわゆる制度の狭間の課題が増加しており、課
題が深刻化する前に発見し、支援につなげるアウト
リーチ等の仕組みづくりが課題です。

② 複雑・複合化した課題への対応

これまでの分野ごとの制度を中心とした
支援体制では課題解決が困難となる中で、
各分野の支援や、さまざまな地域資源と連
携が課題です。

● 民生児童委員の把握する支援につながってない事例の有無

● 他の機関や地域住民等への相談や協働する際に困ること



④ 支えあう意識と見守り・ささえあい活動の充実

住民同士のつながりが希薄化するなか、課題を抱えた市民の
孤立や排除が懸念されています。支援が必要になっても、地域
で孤立することなく暮らし続けられるよう、市民一人ひとりが
他人事ではなく「我が事」としてお互いを思いやり、支えあう意
識の醸成とともに、地域の福祉課題を話し合う場づくりや見守
り活動等の充実が必要となります。

主な課題

③ 地域福祉活動の担い手の発掘・育成・支援

地域福祉活動の担い手が見つからないことで、活動の継
続が困難になる状況があります。新たな担い手の発掘・
育成・支援が課題です。

● 市民が地域で活動する中で困っていること

● 市民が地域で必要と考えている活動

地域の困りごとが多
様化し、それに対応す
る地域活動が求めら

れている。

単身高齢世帯の
増加、核家族化
等により、地域
の見守りや支え
合いが必要とさ

れている



重層的支援体制整備事業推進計画
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地域福祉計画
（R4～８年度）

再犯防止推進計画 成年後見制度利用促進基本計画



これまでの取組

やって良かった重層支援

point
02 あまの工夫・苦労？



つながる仕組みづくり1

包括化推進員

エリアマネジャー 基幹包括化推進員

エリアマネジャー（6地域振興センター長）
地域におけるコーディネート機能等

包括化推進員（南北HWC生活困窮相談員）
保健福祉センターにおけるコーディネート機能等

基幹包括化推進員（重層的支援推進担当課）
本庁における各部門とのコーディネート機能等

市社協との協働実施に関する協定を締結
地域福祉を推進してきた社協と協定を締結し、市社協の
CSW（6地域振興センター及び本庁に配置）とともに、地域
を巻き込んだ支援を実施

工夫❶
つなげる・つながる職員を配置
工夫❶
つなげる・つながる職員を配置



工夫❷
国のサポート事業の活用
・地域づくり加速化事業
・就労を切り口とした地域づくり研修

他機関との連携した研修

工夫❷
国のサポート事業の活用
・地域づくり加速化事業
・就労を切り口とした地域づくり研修

他機関との連携した研修

まずは知ってもらおう！2
工夫❸
既存の集まりや広報誌を活用
工夫❸
既存の集まりや広報誌を活用

庁内向け45回庁外向け58回 めっちゃ研修しました！



チームを作ろう！3
超高齢化社会体験ゲーム

「コミュニティコーピング」

社協

地域課

包括支援

生活保護

生活困窮

そして、地域の孤立の問題をみんなで考えたい！

まずは、各部署の人たちと仲良くなりたい！

工夫❹
ゲーミフィケーションによる
チームビルディング研修

工夫❹
ゲーミフィケーションによる
チームビルディング研修



工夫➎-1

机をなくし、みんなの顔が見えるように
工夫➎-1

机をなくし、みんなの顔が見えるように

【参加者の声】

 多くの支援機関がつながっていることに気付けました。

 支援者が集まることで情報がつながり、世帯の課題が見えるようになりました。

 専門機関ごとの着眼点が学べ、今後の支援に活かしていきたいです。

工夫➎-3

今かかわる支援機関だけでなく、
これからの支援に必要な機関も
（平均参加者１３.5人）

工夫➎-3

今かかわる支援機関だけでなく、
これからの支援に必要な機関も
（平均参加者１３.5人）

チームになろう！4

工夫➎-2

ホワイトボードで情報の整理・共有
工夫➎-2

ホワイトボードで情報の整理・共有



● 再犯防止連携会議
令和４年5月に保護司会の声掛けで、再犯率の高い薬物事犯者の支援

に向けた関係者間の連携を目的とした第1回再犯防止連携会議を、
神戸保護観察所尼崎駐在官事務所で開催

現在、神戸保護観察所、尼崎市保護司会、重層支援推進担当課、福祉相談支援課、
尼崎市社会福祉協議会が参画し、 2か月に1回定例開催し、みんなの困りごとに
ついて協議

● 動物愛護センターとの定例会
定期的に多頭飼育の事例を重層的支援推進担当に共有し、対応策を検討

工夫➏
お互いの困りごとを共有
工夫➏
お互いの困りごとを共有

支援者の困りごとに寄り添う5

工夫❼
弁護士と連携した支援者支援
工夫❼
弁護士と連携した支援者支援

工夫❽
再犯防止に取り組む弁護士との連携
・市長と弁護士会長名での協力要請の通知

・相談窓口一覧の提供

工夫❽
再犯防止に取り組む弁護士との連携
・市長と弁護士会長名での協力要請の通知

・相談窓口一覧の提供

必要に応じて
弁護士が支援者に
同行するほか、支
援機関の対応や判
断に対する助言な
どを行ってもらっ

ています。

対応に困る事例を
相談しあったり、
お互いの取組の共
有等を行っていま

す。

地域社会で
自立した生活が送
れるよう、弁護士
と市が連携して支
援を進めています。



代表者会議
（重層的支援推進事業全般）

【委員構成】 部長級 【開催頻度】 年2回程度

（主な所掌事項） ■ 重層的支援推進事業に位置付けられた事業間の分野横断的な施策の検討

■ 重層的支援推進事業の進捗管理及び評価 等

尼崎市社会保障審議会

市民福祉総合政策学識者会議地域福祉専門分科会

【委員構成】 課長級

【開催頻度】 年2～３回程度

（主な所掌事項）

 重層的支援推進事業の評価・検証

 関連施策間の情報共有・連携策の検討

 各分野間で共通する課題の検討

重層的支援施策間連携会議
（重層的支援体制整備事業推進計画）

連携会議で共有した課題の解決策の協議

地域づくり連携会議
（地域づくり＋参加支援)

【委員構成】 課長級

【開催頻度】年2～３回程度

（主な所掌事項）

 地域づくり事業に位置付けられた各
分野の情報共有・連携策の検討

 多様な地域活動が生まれやすい環境
整備、多様な社会参加の実現に関す
ること

NEW

包括的相談支援事業連携会議
（包括的相談支援＋参加支援）

【委員構成】 課長級

【開催頻度】 年2～３回程度

（主な所掌事項）

 包括的相談支援事業に位置付けられ
た各分野の情報共有・連携策の検討

 複雑・複合化した課題を抱えながらも
支援につながっていない人の把握や、
相談支援ニーズに対応する包括的な
支援体制に関すること
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尼崎市重層的支援推進会議 （事務局）重層的支援推進担当課

尼
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市
医
療
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護
連
携
協
議
会

高齢

「あまがさきし地域福
祉計画」庁内推進会議

（事務局）福祉課

【委員構成】 課長級

【開催頻度】 年2～３回程度

（所掌事項）

⑴ 計画の推進に関わる評価及び検証等

⑵ 地域福祉推進会議との調整

⑶ 計画の見直しの検討

⑷ 前各号に定める職務の遂行に伴う調整

各分野の
相談支援
の会議体

各分野間の会議体等の取組を共有し連携を促進する仕組み

※ 重層的支援体制整備事業推進会議
を廃止し、重層的支援推進会議とし
て再整理

※地域福祉計画庁内推進会議に位置付

各分野の
地域づくり
の会議体

※

生
活
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援
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度
庁
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携

会
議
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そ
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庁内推進会議に内包

※ 地域福祉計画に内包して策定した重層的支援
体制整備事業推進計画については、あまがさき
し地域福祉計画庁内推進会議において一体的に
協議するため、重層的支援施策間連携会議につ
いては、庁内推進会議に内包する。

※

連携から協働に！6

工夫❾-1

様々な分野がつながるよ
う既存の会議体を整理

工夫❾-1

様々な分野がつながるよ
う既存の会議体を整理

工夫❾-2

福祉分野だけでない
幅広い部局で構成

工夫❾-2

福祉分野だけでない
幅広い部局で構成

連携会議委員名簿及び関係所管事務（令和６年度）

連携会議構成メンバー 各会議の構成メンバー

【備考】 関係所管事務

No 所管課
施策間連携
（要綱第6条）

包括的相談
（要綱第7条）

地域づくり
（要綱第8条）

1 危機管理安全局危機管理安全部災害対策課長 ● 地域の防災力の向上等

2 危機管理安全局危機管理安全部生活安全課長 ● ● 消費生活行政、犯罪被害者支援

3 総合政策局政策部都市政策課長 ● 総合計画及び総合戦略

4 総合政策局政策部政策推進課長 ● 行財政運営にかかる基本方針等

5 総合政策局協働部協働推進課長 ● ● ● コミュニティ推進、市民運動、地縁団体、社協

6 総合政策局協働部生涯、学習！推進課長 ● ●
自治のまちづくりの推進に係る施策の企画、地域担当職員向け研修の実
施

7 総合政策局文化・人権担当ダイバーシティ推進課長 ● ●
人権文化いきづくまちづくり計画、配偶者等からの暴力(DV)対策基本計
画、男女共同参画計画、外国人総合相談窓口

8 総合政策局地域振興センター地域課長（南部） ● ● ● 地域づくり

9 総合政策局地域振興センター地域課長（北部） ● ● ● 地域づくり

10 資産統括局税務管理部納税課長 ● 納付相談からのつなぎ

11 （総務局市民サービス部窓口サービス推進担当課長） ● 市民相談からのつなぎ

12 保健局保健部国保年金課長 ● 納付相談からのつなぎ

13 福祉局福祉部長 ● ● ● ＜座長＞

14 福祉局福祉部福祉課長 ● あまがさきし地域福祉計画

15 福祉局福祉部重層的支援推進担当課長 ● ● ● 重層的支援推進事業、災害時要援護者支援事業の推進等

16 福祉局福祉部高齢介護課長 ● ● 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、高齢者生きがい就労事業

17 福祉局福祉部包括支援担当課長 ● ● ● 地域包括支援センターに関すること

18 福祉局法人指導・障害福祉担当法人指導課長 ● 社会福祉時法人への指導監督、法人への研修

19 福祉局法人指導・障害福祉担当障害福祉政策担当課長 ● ● 尼崎市障害者計画・障害福祉計画、地域活動支援センター

20 福祉局北部保健福祉センター北部福祉相談支援課長 ● ● ● 権利擁護等

21 福祉局南部保健福祉センター南部保護第1担当課長 ● 生活保護

22 福祉局南部保健福祉センター南部福祉相談支援課長 ● ● ● 生活困窮者自立支援事業

23 福祉局南部保健福祉センター南部障害者支援課長 ● 障害者支援

24 保健局南部保健福祉センター南部地域保健課長 ● ● 地域保健

25 保健局保健部健康増進課長 ● 地域保健医療計画

26 保健局保健部疾病対策課長 ● にも包括、精神保健

27 保健局保健部生活衛生課長 ● 動物愛護センター

28 こども青少年局こども福祉課長 ● ● つどいの広場事業

29 こども青少年局こども青少年部こども青少年課長 ● ●
尼崎市次世代育成支援対策推進行動計画（わいわいキッズプランあまが
さき）、こどもコミュニティソーシャルワーカー

30 こども青少年局子どもの育ち支援センターこども相談支援課長 ● ● 発達相談、要保護児童対策地域協議会

31
こども青少年局子どもの育ち支援センター南部こども家庭相談担当
課長

● 家庭児童相談支援

33 経済環境局経済部産業政策課長 ● 起業家の育成及び支援等（ソーシャルビジネスのフレームづくり）

34 経済環境局経済部しごと支援課長 ● 就労支援

36 都市整備局住宅部住宅政策課長 ● 尼崎市住まいと暮らしのための計画

37 都市整備局住宅部住宅管理担当課長 ● 市営住宅に関すること

38 公営企業局上下水道部料金担当課長 ● ライフラインに関すること（水道）

39 教育委員会事務局教育総合センターこども教育支援課長 ● スクールソーシャルワーカー

40 教育委員会事務局社会教育部社会教育課長 ● ● 地域学校協働本部



point
03

やって良かった重層支援

これからの取組
つながりを広げよう！



つながり支援プロジェクト始動

新たな取組❶ 想いをつなげたい新たな取組❶ 想いをつなげたい

みんなで考えよう！1

① 各団体の取組の活動紹介や情報交換の場として、みんなの活動のヒントや困りごと等を共有する場にしたい。（創造的な意見交換）
② 様々な分野の参画団体と行政が協力し、お互いにできることを見つけて、様々な困りごとに対して新たな取組を起こしていきたい。（創発の場づくり）
③ 「こんな居場所あったら素敵！」「こんな取組があったら良いのね」に向かって、どこと、だれと繋がればよいかを話し合ったり、みんなで新たな政策など

を検討していきたい。（みんなの夢を実現したい）

協議会をこんな場にしたい！

参画団体一覧（R6.4.1）

№ 参画団体名 団体特色

１ NPO法人 愛逢
ホームホスピス

地域つながりづくり

２ ㈱あふリズム
介護事業所

地域の居場所づくり

３ ㈱コーディアル
薬局

地域の居場所づくり

４
コミュ二ティファーム

尼崎善宝寺
農福連携

５ NPO法人 月と風と
障害事業所
就労支援

６ ㈱TNSカンパニー
障害事業所
居場所づくり

７
労働者協同組合

はんしんワーカーズコープ
就労支援

８
一般社団法人office

ひと房の葡萄
女性居住支援
居場所づくり

９ みとりまち
地域の参加の場

学び

10 生活協同組合 コープこうべ
くらしやすい
地域づくり

11 ヘルスプロダクト（株）
障害者事業所
保護犬活動



困りごとから始める連携・協働のススメ2
新たな取組➋ まちの課題解決のための他分野連携新たな取組➋ まちの課題解決のための他分野連携

業務課

地域課

生活困窮

ﾜｰｶｰｽﾞｺｰﾌﾟ

市社協

まちをキレイ
にしたい！

多様な働き方
を作りたい！

 持ち去りが禁止された際、行政に頼らず自分の力で生活
したいと言っている人に、生活保護の案内しかできない。

 自分の力で生活をしたいと言っている人に行政が何かで
きることはないのか？

 高齢者世帯のゴミ出し問題について、なんとか対応したい。

業務課の想い

空き缶持ち去り禁止条例の制定をきっかけに、業務課で空き
缶集めしている方へのアンケートを実施。そこでの気づきから
福祉部門に声がかかり、協議がスタート。

色々な理由で社会から孤立している人は、
本心では「居場所が欲しい」「社会とのつ
ながりたい」「社会に必要とされたい」と
いう気持ちを強く持っている方が多い。

支援者の想い
協力すること
で、新しい就
労支援ができ

るかも！

ごみ問題×多様な働き方



〇 尼崎市では、住宅部局において、市営住宅の空き室活用と自治会支援を目的に、生活困窮者などの居住支援等を行う団体等による
ネットワークグループと協定を締結し、あまがさき住環境支援事業「REHUL（リーフル）」を開始した。

〇 各支援団体や地域活動団体に対して、除却前で入居者募集を停止している市営住宅の空き室を低料金で提供することにより、経済
的に困難な事情を持つ人等の住宅確保や自立を支援するとともに、自治会を支援し、地域コミュニティの活性化を図っている。

市営住宅のコミュニティの活性化×居住支援

重
層
的
支
援
推
進
担
当

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

調整

相談

【重層支援の役割（当初）】
〇 各支援団体の支援する人が

困った時に、保健福祉センター
等の支援窓口へのつなぎ

〇 保健福祉センターからの相談に
対して、支援団体に対する協力
要請を実施

相談

協力要請

ほかにも・・・

住宅部局と居住支援
に向けた協議や、

多世代型の医療介護連携
に向けた医師会との協議
が始まっています。

支援の提供



○ 罪を犯した人の中には、貧困や虐待、依存など、さまざまな
「生きづらさ」を抱えた人が少なくなく、こうした人の再犯防
止及び改善更生のために、法務省は、福祉的支援を行う関係
機関等との分野横断的な連携が重要としています。

○ 本市では令和４年３月に再犯防止推進計画を策定するとと
もに同年４月から担当課を設置し取り組んでいる重層的支
援推進事業の枠組みの中で罪を犯した人の伴走的支援を進
めています。

○ 神戸保護観察所では令和５年12月から改正後の更生保護法
に基づく刑執行終了者に対する援助や更生保護に関する地
域援助の取り組みが始まっています。

○ このような中で、３者が定例的な連携会議等での個人情報を
含めた情報共有や多機関連携体制を確立し、それぞれの強
みを生かした包括的な支援体制の構築を図り、「互いに尊重
しつながりささえあい安全・安心に“ともにいきる”まちあま
がさき」の実現を目指すための協定を令和６年１月に締結し
ました。 尼崎市長 尼崎市保護司

会長
神戸保護観察

所長

再犯防止の推進に関する連携協定の締結

尼崎市・神戸保護観
察所・市保護司会に
よる 「再犯防止の
推進に関する連携

協定」を締結

新たな取組➌ 再犯防止のための連携新たな取組➌ 再犯防止のための連携



支え合いを育む人づくり支援事業（H30～）

● 事業趣旨
 高校生や大学生が地域福祉課題の解決に取り組む市民活動団体

と協働し、市内をフィールドに取り組む授業や研究活動等の費用
の一部を補助します。

 この事業では、学生等が自分たちの学びと地域社会とのつなが
りに気づくことで学習意欲等を高めるとともに、様々な出会いと
交流、地域の魅力を発見することで、シチズンシップを育み、将
来の地域に貢献する人材を育成することを目的としています。

 また、学生等の様々な学びの活動が市内に広がることにより、地
域活動の活性化や新たな学びの創出が期待されます。

● 補助金額
教育・研究活動に参加する学生等一人あたり最大10千円の合計
額とし1グループ300千円を上限とする。

● 活動実績 ※（）内は活動グループ数

計 市内 市外

平成30年度 5(5) 5(8) 2(5) 3(3) 350 2,401千円

令和元年度 4(4) 5(11) 2(7) 3(4) 344 3,039千円

令和2年度 5(6) 5(9) 2(6) 3(3) 368 2,989千円

令和3年度 4(7) 5(9) 2(6) 3(3) 451 3,070千円

令和4年度 4(6) 6(11) 2(7) 4(4) 484 3,478千円

令和5年度（見込） 6(9) 5(10) 2(6) 3(4) 768 4,800千円

高校
大学 参加

人数

金額（決算額）

＊R5は交付額
【主な活動内容】
〇阪神特別支援学校×自治会

喫茶活動による交流の場づくり

〇小田高×民協/杭瀬協働本部
要配慮者支援/居場所づくり

〇関西大学×難病連
「防災福祉力」向上プロジェクト

〇武庫川女子×こども食堂実施団体
こども食堂を通じた地域交流

取組の背景（課題認識）
第４期あまがさきし地域福祉計画アンケートより

市民の活動における困りごと

活動に参加していない理由

地域活動の担い手不足が
深刻化する一方で、
若い世代が活動に参加で
きていない。

20～29歳
がもっとも
割合が高い

若い世代の学びを支え、地域とつなげる！3



令和6年8月（予定）～ 地域居住支援事業

【支援対象者】
現在の住居を失う恐れ
のある又は失った者で
あって、地域社会から孤
立した状態にある居住
不安定者

（状態像の例）
・ごみ屋敷・多等飼育問
題等により転居が必要
な者

・ネットカフェ寝泊り者
や友人知人宅居住者

・家賃滞納等で立ち退き
となる者

・刑事施設出所者等で住
居確保が必要な者 等

課題に応じた新たな取組へ4



医療・介護連携支援センター「あまつなぎ」との連携の強化（令和６年度試行実施）

「あまつなぎ」を全世代に対応した医療と福祉の連携支援のための機関として機能強化（下イメージ図）
を図るため、R６年度に試行的に❶あまつなぎが受けた高齢者以外の相談を重層的支援推進担当と連携
して関係機関に紹介するとともに、❷医師会所属Drに委託して高齢者以外へのアウトリーチを実施する。

R６年度試行実施 令和７年度以降のイメージ ※医師会と継続協議

❷Drによる重層的支援
推進事業に対する支援
業務

(事業内容）

①助言業務
医師のアウトリーチの必要
性の有無等を判断するた
めの市職員からの問い合
わせへの助言

②アウトリーチ業務
65歳未満の支援対象者へ
のアセスメントや受診勧奨
等を行うために、支援関係
者と同行訪問の実施

③その他
事業実施の検証、支援者向
け研修等

現状

❶あまつなぎとの連携

うけとめ・つなげるシート
による情報共有等

あまほしDrとは？

医師会所属医師が尼崎多職種連携
担当医（通称：あまがさきほうかつし
えんセンター担当医）として、地域包
括支援センター等の要請で、高齢
者に関する医学的助言や高齢者宅
への訪問等を行う仕組み。



AMAGASAKI CITY

「ひと咲きまち咲きあまがさき」の周りに描かれたイラストは、
市の支援を受けているＡさん（元ひきこもり当事者、20代）が
作成してくれました。

Ａさんは、自信が持てず、はじめはあらゆることに無関心で、
人と接することも苦手でしたが、得意のイラストを活かしたボ
ランティア活動等を通じて、多くの人と接する中で、しだいに
前向きになり、現在は仕事をしながら、イラストレーターという
夢の実現に向けて、独学で勉強を続けています。

尼崎市では、こうした誰もが持っている「可能性」を尊重し、
ささえ、伸ばしていく取組みを進めています。

尼崎市が目指す取組

互いに尊重し つながりささえあい 安全・安心に
“ともにいきる”まち あまがさき

第４期あまがさき地域福祉計画 基本理念



（参考）尼崎市の重層的支援推進事業の推進ポイント

（市独自の相談支援、地域づくり等の取組）
・ 各地域課（総合相談、地域づくり 等）

・ ダイバーシティ推進課（外国人、女性相談）

・ 地域総合センター担当（総合相談）

・ 南北保健福祉保健福祉センター（各種支援等）

・ こども青少年課（ こども子育てCSW、居場所等）

・ こどもの人権擁護担当（ 権利擁護委員会の相談等 ）

・ こども相談支援課（ 子ども・子育て総合相談、要保護児童相談等）

（法に位置付けられた既存の取組）
① 包括的相談支援事業
③ 地域づくり事業

（法に位置付けられた新たな取組）
② 参加支援事業
④ アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
⑤ 多機関協働事業
⑥ 支援計画作成等を行う事業

事
業
内
容
（
第
３
条
第
１
項
）

Point.1 市独自の相談支援や地域づくり等の取組と一体的な実施要綱を整備

Point.2 地域福祉を推進してきた市社協と協働実施協定の締結

➜Point.1.2により各分野の支援機関や市社協が情報共有し、総合相談、伴走支援等を実施

尼崎市社会福祉協議会との重層的支援推進事業の協働実施に係る協定を締結

第９条 甲と乙は、本協定の実施に当たって知り得た相手方の機密情報を、その承認を得ないで他に漏らす事があってはならない。

第４条 甲の定める事業の方向性に基づき、前条の事業内容について、甲と乙が協議し相互の役割を定め、協働して実施する。
２ 甲と乙は前条の事業内容の協働実施に必要な範囲で、相互が保有する情報の共有を行う。

尼崎市
Amagasaki City



Point.3 地域づくりの拠点である６カ所の地域振興センターや、市内２カ所の保健福祉セ

ンターに市民や支援機関が把握した複雑・複合化した課題を受け止め、必要な支
援機関や地域資源につなぐための役割を明確にした職員を配置

相互に
連携し、事業
の一体的な

推進

エリア

マネジャー
（地域振興Ｃ）

基幹包括
化推進員

(重層的支援
推進担当課）

包括化
推進員

（南北HWC）

事
業
の
推
進
体
制
（
第
３
条
第
２
項
）

Point.4
本庁に重層的支援推進担当課を新たに設置し、
基幹包括化推進員を配置。また、市社協が新た
に配置した６人のＣＳＷと、協定に基づき、同じ
フロアで協働して事業を推進

6地域振興センターの
センター長をエリアマネ
ジャーに位置付ける

2カ所の保健福祉センターの生活
困窮者自立相談支援窓口の職員
を包括化推進員に位置付ける

本庁に重層的支援推進担当
課を新設し、基幹包括化推
進員を配置

市社協
ＣＳＷ

協働実施



（参考）尼崎市の重層的支援推進の取組

地域づくりの拠点として市民に身近な地域振興センターと市社協が連携し、地域のネットワークに
よる潜在化する課題を抱えた世帯の早期把握や支援に必要となる地域の居場所づくり等を推進

取組

尼崎市
Amagasaki City



包括化推進員が、専門機関のネットワークを最大限活用し、各分野の相談支援機関等が把握
した複雑・複合化した課題を抱えた世帯の相談を受け止めるとともに、その世帯の支援調整
等を実施。また、司法関係機関等とも連携し、再犯防止の取組を推進。

取組



基幹包括化推進員が中心となり、エリアマネジャーや包括化推進員と連携し、さまざまな制
度と地域資源をつなげ、長期的に伴走し続けるチーム支援を実施。
また、必要に応じて様々な課題に応じた施策の検討、立案等を実施。

取組


